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〇応用的な学習にＩＣＴ機器
　を活用できるよう、今後も
　学習の場面や使用方法を具
　体的に提示したり、指導し
　たりすることで、学力向上
　につなげていく。

〇課題認識と解決への取り組みの評価
Ａ：自己課題を認識し、解決に必要な力を身に付
　　けている。
Ｂ：自己課題を認識し、解決に必要な力を身に付
　　けつつある。
Ｃ：自己課題を認識しつつあり、解決に必要な力
　　を身に付ける意欲がある。
Ｄ：自己課題の認識と解決に必要な力を身に付け
　　る意欲を持つことができない。

〇各学習の中でＩＣＴ機器の活用を通した学力定
　着の評価
Ａ：生徒の実態に合ったものになっており、学習
　　内容の理解定着と学力の向上がみられる。
Ｂ：生徒の実態に合ったものになっており、学習
　　内容の理解定着がみられつつある。
Ｃ：生徒の実態に合ったものになっており、学習
　　内容の理解定着に向けて努力している。
Ｄ：生徒の実態に合ったものになっておらず、学
　　習内容が定着していない。

〇卒後の生活をイメージし
　て学習に取り組んでいる
　が課題を認識し、解決す
　る力を身に付けるまでは
　至っていない。

〇生徒は、自分に合った学
　習方法を確立し、効率的
　な学習をすることで内容
　の定着を図るということ
　が課題となっている。

○課題に対する意識
　の向上と解決に向
　かう力の育成を図
　る。

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

〇振り返りシートの評価
Ａ：パターンを習得し、シートなしでも他教科の
　　内容や既習事項が関連づいている。
Ｂ：シートの活用によって、他教科の内容や既習
　　事項が関連づいている。
Ｃ：シートを繰り返し活用することで他教科の内
　　容や既習事項が関連づけはじめている。
Ｄ：シートは活用しているが、他教科の内容や既
　　習事項を関連づけることがむずかしい。

小学部 〇学習の振り返りを中心
　に学んだことを整理し
　たり自分の経験に置き
　かえたりして、発表す
　る事を意識している。
　発表には慣れてきてい
　るが、自分の言葉で表
　現することも必要であ
　る。

目標達成のための方策年度末の目指す姿現状評価の具体項目

〇わからない時や困ったことに気づいたときの提
　示した解決方法の評価

Ａ：提示した方法が実態に合い、般化にむすびつ
　　いている。
Ｂ：提示した方法は実態に合い、実践に結び付い
　　ている。
Ｃ：提示した方法は実態にあったが、定着に結び
　　付いていない。
Ｄ：提示した方法が実態に合わず、理解に結び付
　　いていない。

部科・分掌

〇他教科の内容や
　既習事項を整理
　して自分の考え
　を表現すること
　ができる。

〇情報を整理してま
　とめる力の向上を
　図る。

〇各教科で、学んだことを関
　連付けるための共通の振り
　返りシートを活用する。

〇実態、指導方法、評価につ
　いて、教科間で連携し月１
　回共通理解を図る。

中学部

B

〇教師と一緒に考え、確認し
　た言動ができた時に、振り
　返りカードなどで評価をわ
　かりやすくし、意欲付けを
　図る。
〇相談や支援依頼したことが
　自分にとって良かったと思
　えるように意図的に場面を
　とらえるようにする。

〇分からない時や困
　った時に、自分で
　対応する力の定着
　を図る。

〇分からない時や困った
　時に、自分から支援依
　頼ができつつある。し
　かし、分かっていても
　言葉に出せなかったり
　することが多い。

〇各生徒の学習方法
　の確立と確かな知
　識の定着を図る。

〇モデルとなる人や事例紹介
　を通じて課題解決の過程を
　学習する。

〇課題について生徒と話し合
　い、解決への取り組みをＰ
　ＤＣＡサイクルで進める。

〇生徒の課題認識、解決に取
　り組む状況に関する情報交
　換を行い、指導・支援に
　活かす。

〇合同学習等で、
　分からない時や
  困っている時に
  自分から周囲の
  人に質問したり
  助けを求めたり
　することができ
　る。

〇困った時や分からない時に
　は、指導者と一緒にどうす
　ればよかったかを考える。

〇教師が模範を示したり、生
　徒同士でその場面につい
　て話し合いをする。

〇自立活動の時間の中で、ソ
　ーシャルスキルトレーニ
　ング等を行う。

〇学習時に、困った事や分か
　らない事について教師に支
　援依頼を求めることがほぼ
　できた。課題と感じる生活
　場面を抽出し、自立活動等
　の時間にソーシャルスキル
　トレーニングを行い、言動
　を振り返りることで、次回
　からは、場面にふさわしい
　言動をとることができ、般
　化にも繋がりつつある。

○理解定着を促すために、授
　業構成の工夫、ＩＣＴを活
　用した教材の提示、覚え方
　の助言などを行い、生徒が
　自分に合った方法を選択・
　実践できるようにする。

〇自ら課題を認識
　し、解決に必要
　な力を身に付け
　ている。

○生徒は、ＩＣＴ
　機器を活用した
　り、自分に合っ
　た覚え方を選択
　工夫したりしな
　がら、積極的に
　学習に取り組み
　専門的知識が定
　着している。

最終結果（　　１　　）月

B

B

〇障がい者に関するニュース
　を紹介したり、自分に置き
　換えて話し合う機会を持っ
　たりしたことで、課題への
　意識が高まった。
〇「思いやりあるやり取り」
　を学部全体の課題として取
　り上げたことで、生徒間の
　よい言葉かけや態度が見ら
　れるようになった。

〇生徒の実態を踏まえ、タブ
　レットのＵＤブラウザやプ
　レクストークによる音声デ
　イジー等、ＩＣＴ機器の具
　体的な使用方法や学習のた
　めの活用場面の提示と指導
　を行った。生徒は、それら
　の中から自分に適した学習
　手段を選択して自主学習に
　取り組んでおり、学習内容
　の理解定着につながってい
　る。

評価基準 経過・達成状況 評価 次年度への方策

〇教科共通のシートを使い、
  振り返りの内容を統一する
　ことで、学んだことを整理
　することができた。整理し
　た情報をまとめ、自分の考
　えを表すことがでるように
　なった。

B

〇学習の振り返りの充実を継
　続して取り組み、学習内容
　と児童の考えを合せた「深
　い学び」になるよう指導し
　ていく。児童の考えが広が
　ったり、深まったりしやす
　いように、更に興味関心の
　ある話題を提供していく。

〇他者の立場を考えながら発
　言したり、行動したりでき
　ているか、動画等を活用し
　て振り返りをする。
〇生徒が常に課題を意識して
　生活するように声かけをし
　たり、掲示等の工夫をした
　りする。

評価項目

高
等
部

普通科

保健
理療科

視覚障がいのある児童生徒一人一人の自立と社会参加をめざし、教育的ニーズに応じた教育を行うと
ともに、豊かな心とたくましく生きる力を育てる。
（ミッション）自分らしく、一人一人が輝いて生きる力を育てる。
（キーワード）「大切に」

学校教育目標
今年度の
重点目標

　学習指導の充実及び専門性の向上

　キャリア教育の推進

　仲間と協力する児童生徒の育成

　センター的機能の充実

　児童生徒の健康と安全を守る

　環境整備を通した業務の改善
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〇生徒一人一人の学ぶ力とし
　ての課題（文章の読み取り
　暗記など）を意識した教材
　や授業、補習内容の工夫を
　行う。

〇部科会や教科会で、生徒の
　様子や授業の課題や状況に
　ついて共有し、授業改善に
　取り組む。

〇学習指導要領の理解・周知
　については、今後も継続的
　な情報提供等の取り組みを
　行い、各自の理解を進める
　ことへつなげていく。また
　来年度より完全実施の小学
　校学習指導要領に対応でき
　るように、諸表簿の様式の
　改善とともに学習指導・評
　価の充実を図る。

〇実力テストからの評価
Ａ：生徒の実力テストの平均点が８割を超える
Ｂ：生徒の実力テストの平均点が７割を超える
Ｃ：生徒の実力テストの平均点が６割を超える
Ｄ：生徒の実力テストの平均点が６割未満

○各授業の学習活動における知識の活用・応用する
　力の目標到達度で評価
Ａ：観点別評価での思考・判断の到達度は８割以上
　　の達成である。
Ｂ：観点別評価での思考・判断の到達度は７割以上
　　の達成である。
Ｃ：観点別評価での思考・判断の到達度は６割以上
　　の達成である。
Ｄ：観点別評価での思考・判断の到達度は６割未満
　　である。

〇アンケートからの評価
Ａ：学習指導要領に関するアンケートで「改訂の要
　　点が分かった」の回答数が全体の３/４以上
Ｂ：学習指導要領に関するアンケートで「改訂の要
　　点が分かった」の回答数が半数以上
Ｃ：学習指導要領に関するアンケートで「改訂の要
　　点が分かった」の回答数が半数未満
Ｄ：学習指導要領に関するアンケートで「改訂の要
　　点が分かった」の回答数が１/４未満

○各科目等での横断
　的な指導・支援を
　行い知識の活用・
　応用力の向上を図
　る。

○新学習指導要領の
　改訂の要点につい
　て周知を図る。

○平成２９年度より改訂の
　要点について読み合わせ
　等を行っている。小中学
　部授業の担当者は半数以
　上が改訂を意識して取り
　組んでおり、高等学校学
　習指導要領に関して関心
　の高まりが見られる。平
　成３１年２月告示の特別
　支援学校高等部学習指導
　要領について共通理解が
　必要である。

○生徒は、専門的な学習内
　容の理解に時間を要し、
　定着についても十分な到
　達に至っていない。

○専門的な知識の定着・応
　用力の育成につながる指
　導・支援の継続、充実が
　重要である。

○学んだ知識を他
　の単元や科目の
　学習で活用・応
　用することがで
　きる。

○特別支援学校高
　等部学習指導要
　領の改訂につい
　て職員の３/４
　以上が理解して
　いる。

○各科目等横断的指導の年間
　計画に基づき、知識を活用
　して思考する場面を設定す
　る。

○生徒同士が、学年を超えて
　学び合う学習を設定する。

○授業の効果・課題を職員間
　で共有する。

○生徒による授業へのアンケ
　－トを実施する。

○部科会で特別支援学校高等
　部学習指導要領を読み合わ
　せる。

○疑問や実施に向けた具体案
　を集約し職員で共有する。
 
○教育課程研究集会等への参
　加を呼びかける。

○改訂に関する情報を提供す
　る。

○学習指導要領に関するアン
　ケートを２回実施する。

○実力テストの平
　均点が８割以上
　である。

○生徒の見え方等と
　学びの実態に応じ
　た学習支援を行い
　学んだ知識の理解
　定着を図る。

〇改訂の要点をまとめた資料
　を作成し、月１回部科会で
　の周知を継続した。アンケ
　ートの結果によると、約７
　割の職員が理解を進めるこ
　とができたと回答した。一
　方で、理解が難しいとの回
　答もあった。

○放課後、夏季・冬季休業中
　の補習を実施する。

○週1回の理療科会を開催し
　情報共有を行う。

○予習・復習を推奨する。

○ＩＣＴ機器等の視覚を補う
　技能の指導を行う。

〇生徒自身が、学んだことを
　科目を超えて使ったり、繋
　げて考えようとする姿が増
　えている。
〇２学期末の合同学習では同
　じテーマに沿って、生徒が
　それぞれ発表した。その後
　も次のテーマについて、職
　員も一緒に、学んだ知識を
　使い学習を深めていった。
　生徒からは、「人に話した
　り、自分で調べて準備した
　りすることで、長期記億に
　なっている」「学んだ知識
　を活用する力は少しずつ身
　に付いてきている」という
　声が上がっていた。

B

〇放課後や冬季休業中に補習
　を実施し、既習内容の復習
　に取り組んだ。「繰り返し
　て学ぶことで定着につなが
　る」「様々な学習資料が役
　に立った、見え方に合った
　提供で、これからもお願い
　したい」などの感想が生徒
　から上がった。

B

B

専攻科

教務部
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○担当する視覚障
　害教育の分野に
　ついての知識が
　深まり、研修を
　行うことができ
　る。

〇引き続き、授業改善や研修
　研究を通して、組織的に取
　組む。
〇部科会で授業改善への話し
　合いを持ち、さらに組織的
　な取組にしたい。
〇来年度からは新たな研究主
　題での研究を開始し、学部
　や部科でのグループ分けに
　したい。

〇研修内容の充実に向けて、
　今年度の担当者での振り返
　りと検討を行い、引継ぎ事
　項の確認、来年度の新着任
　者の研修内容を計画する。
〇全員研修では、事例研修を
　中心に計画する。外部から
　指導助言者を招聘し、より
　専門性の向上を図り、児童
　生徒に還元できるようにす
　る。
〇専門性のアンケートは今年
　度で終了とする。

○校内研修を年間約20回、視
　覚障がい教育に関する内容
　を中心に7分野に分けて実施
　する。

○３年目以降の教職員は担当
　分野についての研修を２～
　３回担当する。

○めざす姿に対する職員アンケートにより、研究・
　授業改善について成果を感じたと答えた職員の割
　合で評価
Ａ：３分の２以上の職員
Ｂ：半数以上３分の２未満の職員
Ｃ：３分の１以上半数未満の職員
Ｄ：３分の１未満の職員

○専門性に対する意識調査１～４の内容
１：ほとんど分かっていない、
２：少し分かる、
３：概ね分かっている、
４：実践がある、又は、研修等をすることができる。
上記の内容について下記の割合で評価
Ａ：3.4.を合わせた職員の割合が50％以上。
Ｂ：3.4.を合わせた職員の割合は40％以上50％未満。
Ｃ：3.4.を合わせた職員の割合は30％以上40％未満。
Ｄ：3.4.を合わせた職員の割合は30％未満。

○各教科・科目等で
　の横断的な指導・
　支援を図り、授業
　の工夫改善に取り
　組む。

○教職員が自ら研修
　を企画・実施する
　ことで専門性の向
　上を図る。

○教科・科目間の横断的な
　取組が進んではきている
　が、まだ、組織的な取り
　組みとまでは至っていな
　い。

○児童生徒は、学習と経験
　を積み重ね、繋げること
　で、各自の学びに対して
　深まりや主体性が出てき
　ている。今後も身に着け
　た知識・技能をどう使う
　かを自ら考え行動する力
　を身につけていく必要が
　ある。

○職員の専門性に関する意
　識調査では39.3％が「概
　ね分かる」「実践がある
　または他の人へ研修等を
　することができる」と回
　答している(H31末39.5%）

○児童生徒には、一人一台
　のiPad、教室にはPCが設
　置されている。活用能力
　は児童生徒の実態や入学
　してからの期間により差
　があるものの、学習で積
　極的に活用するとともに
　ICT機器の活用力を高めた
　いと向上心をもって取り
　組む姿が見られる。

〇児童生徒のＩＣＴ機器の活用能力について、指導者
の評価により評価
Ａ：自己目標を達成した児童生徒は100％。
Ｂ：自己目標を達成した児童生徒は80％以上。
Ｃ：自己目標を達成した児童生徒は60％以上。
Ｄ：自己目標を達成した児童生徒は60％未満。

〇スケジュール表の評価
Ａ：常にスケジュール表を活用し、見通しをもって
　　取り組むことができる。
Ｂ：スケジュール表を活用する機会を設定すると、
　　見通しをもって取り組むことができる。
Ｃ：折を見てスケジュール表の活用を促すと、取り
　　組むことができる。
Ｄ：スケジュール表を活用したが、取り組むことが
　　難しい。

○校内研究での
「学んだ知識・技
　能をつなげ、展
　開・応用する授
　業」への取組が
　組織的なものと
　なっている。

○児童生徒の「分
　かる瞬間、思考
　する時間、動き
　だす姿」が増え
　てきている。

小学部 〇スケジュール表の内容を児
　童と一緒に考える。

〇スケジュールを短期間から
　徐々に伸ばしていく。

〇定期的に振り返りの機会を
　作る。

〇作成したスケ
　ジュール表を確
　認し、活動に取
　り組むことがで
　きる。

〇一日の予定を確認し、行
　動することができるが、
　数日先になると見通しが
　持ちづらい。

〇３年間の校内研究が終了し
　たことを受けて、年度末の
　報告会では、成果と課題に
　ついて共有し、併せて来年
　度からの研究主題について
　協議を行う予定である。
〇職員アンケート結果は次の
　通りである。
①めざす授業に対する取組
　（研究）について
・組織的になっている（32%)
・やや組織的になっている
　(68%)
②児童生徒のめざす姿に対し
　て
・増えている16%
・やや増えている84%

〇担当職員が工夫をしながら
　研修を実施した。アンケー
　トでは、校内の指導事例を
　もとにした研修の評価が高
　かった。中でも自立活動の
　研修で、県の指導主事から
　年間３回、基礎から校内の
　実践事例についての指導・
　助言を受けた研修は、最も
　評価が高かった。
〇アンケートでは「視覚障が
　い教育に関する専門性の意
　識」を「3、4」と答えた職
　員は54.1%であった。
　（５年前の研修開始時は
　　22.3%）

〇「児童生徒のICT機器活用能
　力の目標達成について」
　アンケート結果
　・達成（20％）
　・おおむね達成（60％）
　・向上しつつあるが個々の
　　目標の達成に至っていな
　　い（20%）

○年間８回のグループ別研究
　会、１回の全体報告会の実
　施

○年間３回の授業研究会の実
　施

○指導主事による指導

○ICT指導記録の作成

○ICT指導実践報告会の実施

○校内パソコン検定、日本情
　報処理検定協会の日本語ワ
　ープロ検定受験の計画・実
　施

○児童生徒は、目
　的に沿ったICT
　機器の活用に取
　組み、技能も向
　上している。

○児童生徒のICT機器
　活用能力の向上を
　図る。

〇計画性を身に着け
　取り組めるように
　する。

A

A

A

〇身に付けたスケジュールの
　管理を土台に、中学部では
　定期考査に備えての勉強等
　をさらに計画的にできるよ
　う指導していく。

〇児童生徒の必要性や個々の
　実態に応じた機器の活用な
　ど、より個に合わせた活用
　を考えていく必要がある。
〇来年度はタブレットの更新
　もあり新しい端末になるた
　め、操作方法や使い方を改
　めて考えていきたい。

〇スケジュール表の内容につ
　いて、修正を重ねながら、
　徐々に期間を伸ばしていっ
　たことで、数週間先までの
　見通しをもって、活動に取
　り組めるようになった。

B

教育研究部
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〇進路にかかわる学習活動の
　取り組みの一つとして「自
　分ノート」作りを継続して
　行うとともに、自立活動の
　時間で自分の課題に向き合
　ったり、総合的な学習の時
　間を通して将来の生き方を
　考えたりする。

〇将来の就労、生活に向けて
　ハローワークや就労・生活
　支援センター等の関係機関
　と連携して進路に関する学
　習を行う。
〇サポートシートの内容が簡
　潔に説明できるように準備
　していく。

〇進路先の具体化のために、
　職場見学の実施や情報の提
　供、相談を計画的に実施す
　る。

〇進路に関心を持ったり、自
　分で決めたりできるよう、
　学齢・学年にあった進路情
　報の提供を行う。圏域を超
　えた就労定着支援員、東中
　西ハローワーク、市町村等
　の関係機関との連携を充実
　させる。

〇課題や目標をいつでも確認
　したり意識したりできるよ
　う、早い段階から掲示して
　いく。キャリア教育プログ
　ラムの実践シートの活用を
　すすめる。

〇情報活用に係る評価
Ａ：得た情報を、進路先や実習先選びに役立てて
　　いる。
Ｂ：自分の適性に合った事業所等について、情報を
　　得ようとしている。
Ｃ：卒業後や自分の将来について、適性を知る。
Ｄ：卒業後や自分の将来について、関心を持ち始め
　　ている。
Ｅ：卒業後や自分の将来について関心がない。

〇自己の課題解決にかかわる評価
Ａ：重点課題の解決に向けて取り組み、解決に向か
　　っている。
Ｂ：重点課題の解決に向け、自分から取り組んでい
　　る。
Ｃ: アドバイス等を参考に、重点課題の解決に向け
　　取り組んでいる。
Ｄ：重点課題は意識しているが、解決に向けて取り
    組んでいない。
Ｅ：自分の重点課題が何か、わからない。

〇児童生徒が、キ
　ャリア教育学習
　プログラムの重
　点課題を意識し
　課題の解決に取
　り組み解決に向
　かっている。

〇重点課題の共通理解を図り
　解決に向けた授業を工夫す
　るよう働きかける。

支援部

〇サポートブック作成に係る評価
Ａ：サポートブックをもとに、自分で必要な支援に
　　ついて校外の関係者に説明できる。
Ｂ：サポートブックをもとに、自分で必要な支援に
　　ついて校内の関係者に説明できる。
Ｃ：自己理解をもとにサポートブックを作成してい
　　る。
Ｄ：自己理解が進まず、サポートブックの作成に取
　　り組むことができない。

〇懇談や進路相談の結果からの評価
Ａ：生徒が自己の進路を考え、進路決定につながって
　　いる。
Ｂ：生徒が自己の進路を具体的に考えている。
Ｃ：生徒が自己の進路を考える参考になっていない。
Ｄ：生徒が自己の進路を考えるには不十分である。

B

B

B

〇課題や目標を掲示すること
　で、意識して指導にあたっ
　たっ生徒は、アドバイスを
　参考に、課題解決に向け取
　り組んでいたが、自分から
　主体的に取り組む姿は多く
　はなかった。アドバイスを
　受けると前向きに課題解決
　に取り組んでいた。

〇生徒が職業意識を持って
　専門的知識・技術を習得
　し、国家資格取得を果た
　すためには、理療の意義
　職域などを体験的に学ん
　だり、情報を得たりする
　ことで、自分の将来像を
　考え、進路目標を早期に
　具体化することが重要で
　ある。

〇「自分ノート」作りなど、
　自分のよさや課題について
　考える学習を行った。進路
　先についても、生徒の思い
　を聞いたり、ホームページ
　を利用して、他校の学校案
　内を一緒に見たりして、進
　路先決定の参考にした。

〇ハローワークの助言を参考
　に、自己紹介や支援内容を
　Ａ４用紙１枚にまとめ、打
　ち合わせ等で活用した。
〇支援の必要性などの理解は
　進んだが、実際のやりとり
　において自分の意思を伝え
　たり、相談したりすること
　ができない時もあった。

〇資格取得後の進路を具体化
　するための職場見学を行っ
　たり、見学に向けた事前指
　導、事後の振り返りを充実
　させたりすることで、生徒
　は資格取得後の進路や将来
　への見通しについて具体的
　に考えるようになった。

〇個々に必要な進路情報（見
　学の実施、体験）を提供し
　進路選択の幅が広がるよう
　にした。得た情報をもとに
　自分に合った進路先を選ん
　でいる姿が見られる生徒が
　いた。学齢・学年に応じて
　進路への関心度に差があっ
　た。

〇生徒は自分の特
　性を理解して、
　自分に合った進
　路について考え
　ており、卒業後
　の生活について
　見通しを持って
　いる。

○教職員は、生徒
　の進路の具体化
　につながるよう
　な見学や実習の
　場を積極的に計
　画・実施すると
　ともに、進路決
　定に有益な情報
　を提供している

○生徒は、見学や
　実習、進路情報
　の収集を通して
　進路目標を具体
　的に定め、資格
　取得に向け、意
　欲的に学習に取
　り組んでいる。

〇卒業生や他校の
　進路選択の例等
　をもとに、実習
　先選びや進路決
　定に役立ててい
　る。

〇就労定着支援員、ハローワ
　ーク等関係機関と連携を図
　る。

〇懇談等で、生徒・保護者を
　交えて話し合う機会を設け
　お互いの意思を確認する。

〇キャリア教育講演会の実施

〇指導支援が自己認識に結び付いたかどうかで評価
Ａ：自分のよさや課題に気づき、自分からほかの人
　　に伝えている。
Ｂ：自分のよさや課題に気づいているが、自分から
　　は伝えられない。
Ｃ：自分のよさや課題に気づきつつある。
Ｄ：自分のよさや課題に気づいていない。

〇自己認識ができ、
　将来へ向けた取り
　組みができる。

〇キャリア教育の実
　践に取り組む。

〇進路目標の具体化
　につながる体験活
　動や指導の充実を
　図る。

〇個に応じた進路情
　報の提供と、進路
　実現に努める。

〇キャリア教育学習
　プログラムの重点
　課題について全職
　員での共有する。

〇中学部卒業後の
　生活にイメージ
　を持ち、自分の
　課題に取り組ん
　でいる。

保健理療
科

〇作業学習や高等部体験入学
　や現場実習を通して、自分
　のよさや、課題について考
　える機会を多くする。

〇各教科の中で、進路学習や
　キャリア教育につながる内
　容を意識して取り入れる。

〇自立活動を中心に各教科領
　域等を関連づけながら、自
　己理解を進める学習を計画
　的に行う。

〇卒後の生活に必要な支援を
　まとめたサポートブックを
　作成する。

○生徒のニーズに応じて、ね
　らいを明確にした職場見学
　等を企画・実施するととも
　に、見学の振り返りを充実
　させることで、進路の具体
　化につなげていく。

○授業やＬＨＲの中で体験活
　動を振り返り、得た成果や
　自己の進路先、進路実現に
　必要な課題などについて考
　えたり、話し合ったりする
　場を設ける。

〇卒業生が少ないためモデ
　ルとなる事例が少なく、
　進路に関する情報量が少
　ない。

〇進路選択・進路決定の際
　就労定着支援員が関わる
　ようになり、情報が入手
　しやすくなった。

〇児童生徒がキャリア教育
　の重点課題の解決に向け
　意識して取り組んではい
　るが、解決まで至ってい
　ない。

〇中学部卒業後、どうした
　いのか考えることができ
　つつある。しかし、それ
　に向けて具体的に何をし
　たらよいのか、自分の課
　題は何かについて十分に
　こたえられていない。

〇産業現場等における実習
　を通じて働く意味の理解
　や自己理解を進めている
　が、まだ卒業後の過ごし
　方や就労についてのイメ
　ージを十分につかめてい
　ない。

B

B

高
等
部

普通科

中学部
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指導部 ○児童生徒会行事を楽しみ
　にしていて、自分の役割
　を教師と一緒に果たそう
　としている。

○行事の準備では、昼休憩
　などを活用して生徒たち
　が予定を組み、話し合い
　をする様子が見られるよ
　うになってきた。

○児童生徒数が少ないので
　教師主体の行事づくりに
　なりがちである。

高等部
保健理療科

〇相手の気持ちを考
  えた発言や行動が
　身につくよう、仲
　間と協力する機会
　を設定する。

〇ＬＨＲ等の企画・
　運営を通じた仲間
　づくり

中学部

〇保健理療科生徒は異なっ
　た年齢層で構成されてい
　る。互いを仲　間として
　協力しながら、様々な活
　動を自発的に発案・運営
　して　いくことが必要で
　ある。

〇今後も学級ルールの見直し
　を適宜行い、生徒が主体的
　に相手のことを考えられる
　場面を設定する。

〇部科、関係機関との連携を
　効率的にできるよう、さら
　に整理し、関係者で指導・
　支援方法を共有することで
　舎生の自立や社会参加でき
　る力につなげていく。

〇自分や他者の意見
  をまとめながら話
  し合いを進める力
  を育成する。

A

B

A

〇他学部の児童生徒とのかか
　わりも大切にしながら、生
　徒が自由なアイデアを出し
　意欲的に活動できる場面を
　設定していく。

〇学級で考えたルールを実践する姿から評価
Ａ：ルールを守って自主的に行動している。
Ｂ：ルールを守ろうとしている。
Ｃ：教師の促しを受けながら、ルールを守って行動
　　している。
Ｄ：ルールを忘れ、促しても守ることができない。

〇学校行事、ＬＨＲ等の企画・実行に係る評価
Ａ：生徒は互いに協力し、自分たちで企画を自主的
　・積極的に立案・実行している。
Ｂ：生徒は互いに協力し、提案された企画を自主的
　・積極的に実行している。
Ｃ：生徒は互いに協力し、提案された企画の実施に
　　協力して取り組んでいる。
Ｄ：生徒は提案された企画の実施に消極的である。

〇定期的に学級目標の振り返
　りを行い、自分や友だちの
　言動について伝え合った。
　自主的に友だちのサポート
　をしたり、言葉かけをした
　りする姿につながった。

〇異年齢の生徒同士の仲間づ
　くりはできており、児童生
　徒会行事の企画にアイデア
　を出すなど協力的である。
　保健理療科のＬＨＲでは、
　提案されたことを具体化し
　協力しながら取り組んだ。

〇児童生徒会行事に
　児童生徒が主体的
　に参加し、充実し

た内容となる。

〇企画段階から児童生徒が関
　わり、今まで以上に児童生
　徒の意見が反映された児童
　生徒会行事となるよう、年
　度初めに児童生徒の行事担
　当を決定する。

○生徒の意見が多
　く反映された行
　事内容となり、
　児童生徒が自分
　らしくいきいき
　と行事に参加し
　ている。

Ａ：全ての行事の事前に話し合いが持たれ、児童生
　　徒の意見が十分に反映された行事内容となって
　　いる。
Ｂ：８割の行事の事前に話し合いが持たれ、児童生
　　徒の意見が多く反映された行事内容となってい
　　る。
Ｃ：６割の行事の事前に話し合いが持たれ、児童生
　　徒の意見が少し反映された行事内容となってい
　　る。
Ｄ：４割の行事の事前に話し合いが持たれ、児童生
　　徒の意見が少し反映された行事内容となってい
　　る。
Ｅ：全ての行事の事前に話し合いが持たれず、児童
　　生徒の意見が反映された行事内容になっていな
　　い。

〇児童生徒が行事前に話し合
　いの時間を確保できるよう
　に指導部の行事担当が時間
　調整の補助を行った。昼休
　憩に話し合いを行うことが
　多かったが、児童生徒は前
　向きに参加し、意見交換を
　して、話し合いができた。

小学部

〇保護者・保証人、部科との
　連携をすばやく行い、環境
　の整備、支援方法の工夫に
　より、舎生が主体的に行動
　する姿につながった。

寮務部 〇卒業後を見据え、
  自立した生活を送
  るように主体性を
　育む。

保護者・保証人、学部と連携し、個々の課題を共有・
実践することで、舎生の主体的に行動する姿が（に）
Ａ：定着している。
Ｂ：つながっている。
Ｃ：つながりつつある。
Ｄ：共有・実践することが不十分で、舎生の主体的
　　に行動する姿を引き出せていない。
Ｅ：共有・実践することができず、舎生の主体的に
    行動する姿につながっていない。

Ａ：他者や自分の意見をまとめて、話し合いを主体
    的に進めることができる。
Ｂ：自分や他者の意見をもとに話し合いに積極的に
    参加することができる。
Ｃ：教師の促しを受けて、意見を聞いたり言ったり
    することができる。
Ｄ：教師と一緒に考えて、意見を言うことができ
    る。

〇気持ちよく生活するために
　どうしたらいいか、クラス
　のルールを決める場面を設
　定する。

〇学級活動の中で、学校生活
　を気持ちよくするためには
　どうすればいいか話し合う
　機会を設定する。

○学校行事、ＬＨＲなどで、
　生徒が活動内容を考えたり
　互いに協力しながら運営し
　たりする場を設定する。

○ＬＨＲでは、学期に１・２
　回、生徒が自由に活動内容
　を発案・運営する機会を設
　定する。

〇行事前には担当の児童生徒
　と職員が話し合う場を確保
　する。

〇教師がいない時
　や、休憩時間に
　相手のことや気
　持ちを考えて話
　したり、行動し
　たりしている。

○教職員は、生徒
　が行事の企画・
　運営において互
　いに協力し、自
　発的に取り組め
　るよう、適切な
　助言・支援を行
　っている。

○生徒は、様々な
　行事・活動にお
　いて、協力しな
　がら、自主的・
　積極的に企画・
　運営している。

〇舎生に寄り添い、観察し、
  保護者保証人、部科との連
  携を密にすることで、情報
  を共有し、舎生の主体性を
　育むための生活指導・支援
  について、職員全体で創意
  工夫し、共有、実践する。

〇進め方のポイントを確認し
　共有する。

〇進め方に困った場合には選
　択肢を示す。

〇話し合いの機会を多く設け
　る。

〇個別の教育支援計画をも
  とに、舎生一人一人の障
  がい特性を理解し、社会
  自立へ向けての指導支援
  を行っている。

〇自分の思いやしたい行動
  を伝えることができつつ
  ある。しかし、その時の
  気分や自分の思いと異な
  る時に、不適切な行動や
　表現になることがある。

〇児童生徒の話し
  合いで自分の意
  見を伝えたり相
  手の意見を聴き
  取ったりして、
  話し合いを主体
  的に進めること
  ができる。

〇教師との話し合いでは、
  積極的な発言と、他者の
  意見を傾聴する様子が見
  られるが、児童生徒同士
  では、主体的に発言する
  場面が少ない。

〇実態把握を職員
  全体で共有し、
  舎生の主体的な
  行動を引き出す
  ような教育活動
  が展開されてい
  る。

〇話し合いを主体的に進める
　力をつけるために、話し合
　いの機会を多く設定し、教
　師がモデルを示していく。

〇行事等についての児童生徒
　全員の話し合いでは、他の
　人の意見を参考にして、自
　分の意見を伝える様子が見
　られた。

B

B

③
仲
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様式２

指導部

○児童生徒会行事を楽しみ
　にしていて、自分の役割
　を教師と一緒に果たそう
　としている。

○行事の準備では、昼休憩
　などを活用して生徒たち
　で予定を組み、話し合う
　様子が見られるようにな
　ってきた。

○児童生徒数が少ないため
　教師主体の行事づくりに
　なりがちである。

Ａ：関係機関と連携しながら、校内の人材等を活用
　　し多様なニーズに応じた支援を推進している。
Ｂ：関係機関と連携し、校内の人材等を活用し、ニ
    ーズに応じた支援を推進している。
Ｃ：校内の人材等を活用し、ニーズに応じた支援を
　　推進している。
Ｄ：ニーズに応じた支援を推進している。
Ｅ：ニーズに応じた支援が推進できていない。

〇眼科医会によるスマートサ
　イトの立ち上げに伴い、眼
　科医、視能訓練士等の医療
　従事者との連携を持つこと
　ができた。
〇年中・年長児の居住区の就
　学担当と連携し、保護者と
　ともに教育相談、学校見学
　等を実施した。
〇見えにくさのある幼児・児
　童・生徒が在籍する園や学
　校の依頼に応じ、環境の整
　備、支援方法の提案、グッ
　ズ等の情報提供を行った。
〇依頼に合わせ、校内人材や
　情報を活用して対応した。
〇東中西の特別支援教育連絡
　会でＬＤ等相談員等と支援
　の状況や成果と課題等につ
　いて情報交換を行った。
〇見え方に応じた支援につい
　て、本校職員で事例検討を
　行い、支援に生かした。

〇該当幼児児童生徒の居住地
　域の市町の就学担当や鳥取
　大学医学部眼科、視覚障が
　い支援センター等と引き続
　き連携をしていく。
〇依頼等のない市町等へもこ
　ちらからかかわりを持ち、
　支援が必要な時にすぐに対
　応できるようにしておく。
〇ＬＤ等相談員等との連携を
　さらに密にして、視覚障が
　い以外にも見え方の困難さ
　を抱える児童生徒への改善
　へのアプローチをすすめて
　いく。
〇校内研等で教育相談の事例
　検討を行い、見えにくさへ
　のよりよい対応・支援方法
　を模索する。

B

A

〇鳥大病院眼科視能訓練士と
  連携して支援を行う。

〇該当市町村の担当者等と連
  絡を取り合う。

〇校内の人材等を
  活用し、要請等
  に応じた研修や
  情報提供を行っ
  ている。

〇相談・支援前後に、担当者
  で情報共有を行い支援の方
　法や方向性を協議する。

〇相談・支援の記録を必要に
　応じて共有する。

〇弱視学級や弱視児童生徒の
  在籍校や園等を訪問する。

〇支援先に本校の取組や、学
　習支援の工夫やグッズ、環
　境整備等について情報を伝
　える。

〇支援後の状況の変化を把握
  する。

Ａ：全ての行事の事後にアンケートが実施され、次
　　年度への検討が十分になされている。
Ｂ：８割の行事の事後にアンケートが実施され、次
　　年度への検討がなされている。
Ｃ：６割の行事の事後にアンケートが実施され、次
　　年度への検討がなされている。
Ｄ：４割の行事の事後にアンケートが実施され、次
　　年度への検討がなされている。
Ｅ：全ての行事の事後にアンケートが実施されず、
　　次年度への検討がなされていない。

Ａ：ニーズに応じて校内の人材等を活用し、参加者
　　の満足いく研修等を実施している。
Ｂ：ニーズに応じて校内の人材等を活用し、研修等
　　を実施している。
Ｃ：ニーズに応じた研修等を実施している。
Ｄ：研修等を行っている。
Ｅ：ニーズに応じた研修が実施できていない。

〇要請等に応じ、校内の人材
  を活用して研修会等を実施
　し、情報提供に努める。

〇研修会後、参加者の感想等
  を集約する。

〇盲学校体験ツアーを広報し
  実施する。

○行事後には児童生徒と職員
　向けのアンケートを取り、
　結果を考察して次年度へ生
　かす。

〇児童生徒会行事に
　児童生徒が主体的
　に参加し、充実し

た内容となる。

〇各市町村や視覚障
  がい関係機関との
  連携を推進する。

〇乳幼児支援、弱視
  児童生徒支援を推
  進する。

○生徒の意見が多
　く反映された行
　事内容となり、
　児童生徒が自分
　らしくいきいき
　と行事に参加し
　ている。

〇依頼に合った研修内容を選
　び、校内の人材や情報を活
　用して研修等を行った。
〇鳥取県ロービジョン研修会
　や鳥取県養護教諭の研修会
　でロービジョンや視覚障が
　い教育の拠点としてのセン
　ター的機能、関連機関につ
　いての情報提供を行った。

〇様々な見え方、学習状況
　に対応した総合的な支援
　が求められている。

〇平成30年度、鳥取県視覚
　障がい支援センターが設
　置、今年度は医大にロー
　ビジョンクリニックがで
　きるなど視覚障がいの相
　談や支援の場が広がって
　いる。

〇関係機関と連携
  しながら視覚障
  がいの乳幼児や
  児童生徒、その
  保護者や関係者
  の多様なニーズ
  に応じて支援を
  推進している。

B

〇行事内容が今年度以上に充
　実するよう、今年度の行事
　の反省、引継ぎ事項を来年
　度に確実に引き継ぐ。

〇行事後には児童生徒、職員
　向けのアンケートをとり、
　結果と次年度への引継ぎ事
　項を指導部で検討し、職員
　会に提案した。

〇視覚障がい理解を
  推進する。

〇県内の学校や、市町村
  からの研修依頼がある。

〇本校のホームページやちら
　し、研修会等の場を通して
　「見えにくさ」の気づきに
　つながるように、また、視
　覚障がいへの理解が進むよ
　う、引き続き本校のセンタ
　ー的機能の周知を図る。

④
セ
ン
タ
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的
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能
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様式２

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し 　

〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

〇児童生徒および教職員に対するアンケート調査で
　評価
Ａ：安全に対する意識が高まったとの回答が１００％
Ｂ：安全に対する意識が高まったとの回答が８０％
Ｃ：安全に対する意識が高まったとの回答が６０％
Ｄ：安全に対する意識が高まったとの回答が４０％
Ｅ：安全に対する意識が高まったとの回答が３０％

○様々な場面を想定した実践
　的な校内研修や避難訓練を
　実施する。

○専門家による防災に関する
  研修を実施する。

○アンケートによる児童生徒
　教職員の意識調査を実施す
　る。

〇時間外業務実績のうち、分掌業務にかかる時間の
　減り方について評価をする。（1か月単位）
Ａ：５時間減った。
Ｂ：４時間減った。
Ｃ：３時間減った。
Ｄ：ほとんど変化しなかった。

〇時期により、比較的余裕の
　ある職員が「お手伝いでき
　ます。」等の状態を表示し
　仕事を分担しやすくする。

〇勤務時間外の業務内容の
　内訳をみると、分掌業務
　に時間を多く費やす傾向
　がみられる。

指導部

〇２学期以降は、時間外業務
　が長時間必要となるような
　学校行事はなかったことも
　あり、ほぼ適切と思われる
　時間で多くの職員が帰宅で
　きていた。
〇時間外勤業務が長時間傾向
　にあった職員に対して、業
　務への取り組み方を見直し
　てらもうことで、改善に向
　かった。

B

〇時間外業務の軽減
　を図る。

○校内安全環境を
  防災の観点から
  点検・改善して
　いる。

○防災教育により
  児童生徒、教職
  員の意識が高ま
  り具体的な行動
  につながる。

〇業務内容の偏り
　が少なくなり、
　勤務時間外が減
　る傾向がみられ
　る。

〇避難訓練を年３回実施し、
　専門家から研修や指導、助
　言を受けた。
〇移動介助の研修、ＡＥＤの
　研修、毎月の安全点検を実
　施した。
〇児童生徒、職員ともに安全
　に対する意識が高まったと
　１００％回答している。

○視覚障がいという特性を
  考慮したより安全な校内
  環境の整備や、防災の観
  点から実践的な避難訓練
  を行い、安全で安心な生
　活を送ろうとする意識を
  高めたり、危険を回避す
  る実践力を育てる必要が
  ある。

A

〇来年度も継続的に各職員に
　放課後や空き時間の使い方
　を工夫するように呼び掛け
　る。
〇時間外業務の時間が月４０
　時間以上になった職員に対
　しては、その理由を確認し
　たり、仕事の分担に偏りが
　ないかなどを話し合ったり
　しながら時間外業務の削減
　につなげる。

〇来年度も様々な場面を想定
　した実践的な避難訓練を実
　施していく。（引き渡し訓
　練等）
○警察、消防の他、防災アド
　バイザーなど外部講師によ
　る安全教育を実施していき
　たい。

⑥
環
境
整
備
を
通
し
た
業
務
の
改

善

教頭

○校内研修を実施す
　る。

○実践的な避難訓練
  を実施する。

○専門家による研修
  を実施する。

⑤
児
童
生
徒
の
健
康
と
安
全
を
守
る


